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Glistening water,smiling faces and a comfortable town to live. Masaki.
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◦表紙の “Glistening water,smiling faces and a comfortable town to live. Masaki.”は
　キャッチフレーズの「水きらめき 笑顔あふれる ライフタウン・まさき」です。

表紙
れんげの花を摘んでにっこり笑
う二名保育所の弓達未 結ちゃ
ん、曽我部真結ちゃん、弓達明
陽くん、永井絢萌ちゃん。ぽかぽ
か陽気の中で、春の匂いを感じ
ていました。           （4月10日  神崎）

　宗意原に住む趙さんファミリー。明るく笑顔の絶
えない仲良し家族です。
　「ユーモアがあって、子どもとよく遊んでくれるお
父さん」と元喆さんのことを話す華順さん。元喆さ
んも「単身赴任だったときも子どもをよく見てくれ
たし、支えてくれて感謝してます」と少し照れなが
ら話すと、家族みんなもにっこり。
　両親のそばで人懐っこい笑顔を見せる梨良ちゃ
ん。お姉ちゃんの彩良ちゃんと、とても仲良しの姉
妹です。「姉妹でお風呂に入ると、歌を歌ったり泡で
遊んだりしてなかなか出てこなくて」と華順さんが
話せば、姉妹は顔を見合わせて笑います。明るくて
正義感のある彩良ちゃん、元気いっぱいで世話好き
な梨良ちゃんの笑顔は、家族中を明るくしています。
　そんな家族の大切な時間は6人で過ごす時間で
す。「外へご飯を食べに行ったり、お風呂に行ったり
します」と話す重烈さんと明先さん。これからも趙さ
んファミリーは、6人で明るく笑顔あふれる時間を
増やしていくことでしょう。
　次回は、彩良ちゃん、梨良ちゃんのお友達、丹下
大希くんファミリー＝宗意原＝をご紹介します。

趙重烈さん    文明先さん  

趙元喆さん     全華順さん  

趙彩良ちゃん  趙梨良ちゃん 
◦Profile
ちょう・じゅうれつ　 自営業。趣味はウオーキング。松山市出身
ぶん・めいせん　自営業。趣味は温泉めぐり。広島県出身
ちょう・もとよし　会社員。趣味はスポーツ観戦と釣り。松山市出身
ぜん・かじゅん　パート。趣味はウインドーショッピング。岡山県出身
ちょう・ちぇりゃん　ピアノが大好き。好きな教科は理科。小 3
ちょう・りりゃん　うさぎと犬が大好き。小1
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   家族のきずな　
　 
　 皆さんから友人知人の家族をリレーで

つないで紹介するコーナーです。お誘
いが来たらぜひ登場してくださいね。

探してみよう
ごみとの上手な

暮らし方

私たちが暮らしていく中で発生する「ごみ」。

当たり前に出てくるごみのことは、
あまり気に留めることもないのかもしれません。

でも、ごみとの上手な暮らし方を知り、
暮らしの中でちょっとした工夫を行えば、

あなたの生活がきっと、よりよいものになります。

今、ごみとの暮らし方を見直してみませんか。
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家庭ごみの量
１人あたり756グラム/日

そのための費用
１人あたり35.75円 /日

粗大ごみ
その他

193トン
（2.2％）

埋め立て
ごみ

503トン
（5.8％）

（2.2％）

松前町の
家庭ごみの量

平成 24 年度

8,626トン

燃やした
ごみ

4,985トン
（57.8％）

リサイクル
したごみ

2,945トン
（34.2％）

ごみを埋め立て
3,228 万円
（7.9％）

その他
588 万円
（1.5％）（1.5％）

松前町の
ごみ処理費用

平成 24 年度

4 億 793 万円

ごみを運ぶ
6,698 万円
（16.4％）

ごみを燃やす
2 億 1,597 万円

（52.9％）

ごみを分けて
リサイクル
8,682 万円

（21.3％）

最
終
処
分
場
へ
埋
め
立
て
ら
れ
ま

す
。
グ
ラ
フ
を
見
る
と
分
か
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
の
処
理
に
か
か
る

費
用
は
４
億
円
以
上
。
も
し
、
ご

み
が
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い

な
い
と
、
さ
ら
に
費
用
が
必
要
で

す
。

　
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご

み
。分
別
す
る
と
、お
金
に
な
り
ま

す
。
分
別
し
て
お
金
に
変
わ
る
ご

み
は
商
品
で
す
」と
話
す
八
束
さ

ん
。
粗
大
ご
み
・
埋
立
ご
み
の
様

子
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
分
別
し

て
費
用
が
削
減
で
き
る
余
地
、
ご

み
に
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
可

能
性
は
あ
り
そ
う
で
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。「
ま
ず
は
家

の
ご
み
の
現
状
を
知
る
こ
と
。
そ

し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら

行
動
に
移
す
こ
と
」と
八
束
さ
ん
。

具
体
的
に
は
、「『
生
ご
み
は
水
切

り
を
し
っ
か
り
し
て
か
ら
ご
み
に

出
す
こ
と
』、『
プ
ラ
マ
ー
ク
の
つ
い

て
い
る
も
の
な
ど
は
少
し
の
汚
れ

が
つ
い
て
い
た
ら
、
汚
れ
を
落
と

し
て
分
別
し
て
ご
み
に
出
す
こ
と
』

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、ご
み
減
量
に
つ

な
が
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
み
を
減
量
さ
せ
る

た
め
の
方
法
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
ご
み
は
生
活
に
直
結
し
て
い

ま
す
。
ご
み
を
処
理
す
る
に
は
私

た
ち
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
ご
み
が
減
れ
ば
安
全
で
住

み
や
す
い
町
に
な
り
ま
す
か
ら

ね
」と
話
す
の
は
、環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
八
束
典
子
さ
ん
＝
徳
丸
＝

で
す
。

　

町
主
催
の
子
ど
も
環
境
学
園
の

講
師
を
務
め
る
な
ど
、
環
境
保
全

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
八
束
さ

ん
。「
私
た
ち
は
、ぽ
い
っ
と
捨
て
た

ら
そ
れ
で
終
わ
り
の
ご
み
。
処
理

場
に
行
く
と
臭
い
も
あ
り
ま
す
…
。

捨
て
た
後
ど
う
な
る
の
か
知
る
こ

と
が
大
事
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

収
集
さ
れ
た
８
千
ト
ン
以
上
の

ご
み
の
行
方
―
。
可
燃
ご
み
は
焼

却
、
資
源
物
は
資
源
と
し
て
再
利

用
で
き
る
よ
う
処
理
さ
れ
資
源
物

回
収
業
者
へ
。
埋
立
ご
み
、
粗
大

ご
み
は
不
燃
物
置
き
場
に
集
め
ら

れ
た
後
、
手
作
業
で
分
別
。
焼
却

処
理
や
再
利
用
で
き
な
い
も
の
は

環境カウンセラー

八束　典子さん

松前の
ごみ事情

私たちが普段何げなく捨てているごみ。

どのくらいの量が出て、
どのくらいの費用がかかっているのか。
そして、どのように処理されているのか。

知ることで、ごみの見方が
変わるかもしれません。

カメラリポート
粗大ごみ・埋立ごみの行方

③分別完了
「燃やせるもの」は伊予地区清掃センターへ、「木でできた
粗大ごみと畳」は工業用燃料や製紙原料に、「その他リサ
イクルできるもの」はリサイクル処理先に、「埋めるしか
ないもの」は最終処分場に運ばれます。

①ごみの集積
収集された埋立ごみは、第４週目の火曜日に不
燃物置き場に集められます。その量はトラック
約 52 台分（2トン /月）にもなります。

②ごみの分別
作業員11人が 4日かけ、一つ
一つ袋を開けて手作業で分別します。ごみの中
にはびん、プラスチック、電気製品などさまざま
なものが捨てられていて、作業も一苦労です。

不燃物置き場は、町のごみ問題の縮図です。 
ごみは毎回、当たり前のように大量に運ばれて、新品の
服、包装したままの食器、まだきれいな自転車、ランドセ
ル…もったいないと思うものが捨てられています。 埋立ご
みとして布、紙、本、電気製品、生ゴミ、ペットボトル
などをごちゃ混ぜにして出す悪質なケースもある。最初
に分別すれば資源にもなるのに、ごちゃ混ぜにするからご
みになり、余計に処理費用もかかってしまっているんです。

町民課ごみ対策係
濱崎　庄二  係長
豊田　純一  係員

Interview

埋立ごみ503トン（平成 24年度）のうち、
可燃ごみが 39トン、リサイクルできるごみが 38ト
ンも含まれていました。これを埋め立てると、余計
に約 490 万のお金が必要になります。
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 少しの心掛けで大きな効果

ごみを
減らすための

３つの
心得

　これから紹介する３つの心得は、普
段の生活の中で少し気を付けるだけで、
誰にでもできるものです。これらの小
さな心掛けを行うことで、町全体では
大きな効果となります。
　まずは、この３つの心得を知り、自
分の生活の中で実践できるものはない
か考えてみましょう。

正しく分別することも、ごみを減量して資源化していくために大切なことです。
今回は、家庭ごみの半分以上を占める可燃ごみの正しい分別方法やごみの減量方法を紹介します。
可燃ごみは指定袋に入れて、毎週月・木曜日、当日の朝7時までに地域のごみ集積場所に出しましょう。

可燃ごみの対象

②液状のもの
　接着剤、芳香剤、絵の具、歯磨き粉、洗剤類、
化粧クリームなどの中身が液状のもの。捨てると
きは紙や布に染み込ませてください

◎ Point   容器は洗って、材質に応じた分別を

③衛生面から燃やした方がよいもの
　紙おむつ、薬、掃除機のごみ、たばこの吸い殻、
マスクなど

④リサイクルできない紙
　感熱紙、カーボン紙、写真、500ml未満の紙パッ
ク、内側が銀色の紙パック、アイスクリーム・ヨー
グルトの紙製容器、濡れたり汚れたりしているもの

◎ Point   紙類か、可燃か、正しく分別しよう
　ティッシュの箱（ビニール部を除いたもの）、封筒、
紙袋などは紙類です。面倒くさいからといって可燃ご

みにまとめて捨ててしまうのではなく、きちんと分別

するようにしましょう。

⑥革・ビニール・ゴム製品、履物類
　かばん、ベルト、ゴムホース、ロープ、雨カッパ、
運動靴、スリッパなど

◎ Point   はずせるものは金属部分をはずしましょう

⑦その他
　割り箸、竹串、そらまめの茎・さやなどせんてい枝に
該当しないもの。破れたり汚れたりしている衣類、ネクタ
イ、クッション、布団など古着・古布類に該当しないもの。
乾燥剤、保冷剤、使い捨てカイロ、活性炭

その 2 ごみにしない工夫をする

その１ ごみを出さない工夫をするその 3 ごみを正しく分別する

　

買
い
物
に
行
っ
た
と
き
、
ご
み

に
な
り
に
く
い
も
の
、
使
っ
た
後

に
ご
み
が
出
な
い
も
の
を
選
ぶ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を
利
用
し

て
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
よ
う
に
心

掛
け
る
な
ど
、
必
要
が
な
い
も
の

に
は「
い
ら
な
い
」
と
、
意
思
表

示
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

▽
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
例

・
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
は
詰

め
替
え
商
品
を
利
用
す
る

・
食
材
を
余
ら
せ
ず
、
腐
ら
せ
ず
、

使
い
切
る
よ
う
に
す
る

・
レ
ン
タ
ル
で
き
る
も
の
は
、
買

わ
ず
に
レ
ン
タ
ル
す
る

・
過
剰
な
包
装
は
断
っ
た
り
、包
装

が
少
な
い
商
品
を
選
ん
だ
り
す
る

　

自
分
に
と
っ
て
は
い
ら
な
い
と

思
う
よ
う
な
も
の
で
も
他
の
人
に

と
っ
て
は
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た

り
、
少
し
手
直
し
す
れ
ば
ま
だ
使

え
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ン
な
ど
は
回
収
し
て

い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、
回
収
す

る
こ
と
で
何
度
も
繰
り
返
し
使
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
ご
み
に
し
な
い
工
夫
例

・「
松
前
町
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン

ク
」を
利
用
す
る

・
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
、
人

に
譲
っ
た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
出
品
し
た
り
、
お
店
に
売
っ

た
り
す
る

・
い
ら
な
く
な
っ
た
服
を
リ
メ
イ

ク
す
る

松前町不用品データバンクって？

　いらなくなった・使わなくなった家
具や自転車などの不用品を登録して、
必要な人に無償で譲る制度です。

▲

登録方法
　町ホームページから不用品登録カー
ドをダウンロードして作成し、下記ま
でメールで送信してください。▲

登録できる不用品
　無償で提供できる生活用品で、現状
のままで使用が可能なもの。
※登録不可なものもあります。詳しく
は町ホームページを参照するか、下記
までお問い合わせください。①については、生ごみを肥料に変える生ごみ処理

容器などに補助金を交付しています。申し込みな
ど、詳しくは町ホームページや広報まさき 4 月号
をご覧ください。

問町民課ごみ対策係　☎ 985-4117
メール：141gomi@town.masaki.ehime.jp

①調理くず
　野菜・果物のくず、残飯、卵の殻、貝殻など

◎ Point   しっかりと水切りしてから捨てましょう

平成 24 年度の焼却
ごみのうち約4割は
水分で、その処理に
約 5500 万円かかっ
ています。
捨てる前の一絞りを
心掛けましょう。

⑤リサイクルできないプラスチック
　プラマークのついていないプラスチック製品のうち、
ビニールテープ、ストローなど小さなものや柔らかい
ものなど

◎ Point   洗えるものは洗って、プラスチックごみへ

分別のときに多いのが、汚れ
たプラスチックごみ。捨てる
前の心掛けで資源に変わるも
のも、そのままにしておくと
ごみのままです。容器は洗え
るものは洗い、プラスチック
ごみとして出すようにしましょ
う。
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これが私たちの
ごみとの上手な暮らし方
ごみを減らしたほうがいいのは分かるけれど…

「楽しくない」 「一人では面倒くさい」
このように感じている人はいませんか。
そんな人たちのために、
2 つの事例をご紹介します。

エコ
その１

古
着
・
古
布
で
エ
コ
な
毎
日

―
ド
リ
カ
ム
岡
田
―

資源を集めて
地域に還元
―西古泉―

エコ
その２

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、回
収
時
に
使

用
す
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
購
入
や
各

組
長
へ
の
環
境
部
ニ
ュ
ー
ス
の
配
布

な
ど
の
啓
発
を
続
け
、25
年
度
の
回

収
は
50
ト
ン
を
超
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
26
年
４
月
、新
た
な
試
み

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。３
カ
所

だ
っ
た
回
収
場
所
に
、各
組
長
の
自

宅
付
近
な
ど
を
追
加
。
み
ん
な
が

参
加
で
き
や
す
い
環
境
を
整
え
ま

し
た
。「
多
く
の
組
長
さ
ん
に
協
力

し
て
も
ら
い
実
現
で
き
ま
し
た
。今

年
も
50
ト
ン
以
上
の
回
収
が
目
標

で
す
」と
橋
本
部
長
は
話
し
ま
す
。

　
「
今
後
は
老
朽
化
し
、傷
み
が
ひ

ど
い
ご
み
箱
や
ご
み
集
積
場
所
の

整
備
な
ど
に
、こ
の
活
動
で
生
ま
れ

た
資
金
を
活
用
し
て
い
き
た
い
」と

話
す
会
計
の
泉
範
幸
さ
ん
。
資
源

を
集
め
、地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
生
か
す
―
。地
域
で
の
笑
顔
を

増
や
す
た
め
、活
動
は
続
き
ま
す
。

　

ご
み
置
き
場
の
環
境
が
悪
く
、交

通
の
障
害
に
も
な
っ
て
い
る
―
。平

成
15
年
度
、地
域
の
ご
み
問
題
に
取

り
組
む
た
め
設
置
さ
れ
た
環
境
部
。

問
題
解
決
に
向
け
、ご
み
箱
を
設
置

す
る
中
で
、そ
の
費
用
を
賄
う
必
要

が
出
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
17
年
度

か
ら
本
格
的
に
始
め
た
の
が
資
源

ご
み
の
集
団
回
収
。団
体
で
資
源
ご

み
を
集
め
る
と
、お
金
に
な
る
町
の

制
度
を
利
用
し
、東
西
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
の
３
カ
所
で
回

収
を
始
め
９
年
近
く
が
経
ち
ま
す
。

　
「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
は
大
事
な
こ
と
。町
が
き
れ
い

に
な
る
と
、人
も
き
れ
い
に
な
り
ま

す
か
ら
」と
話
す
の
は
、森
内
修
副

区
長
で
す
。地
域
の
人
の
協
力
が
な

い
と
成
り
立
た
な
い
各
地
区
で
の

集
団
回
収
。「
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
」と
、橋
本
憲
一
環
境
部
長
も
話

し
ま
す
。
回
収
率
が
低
下
し
た
時

　

ベ
ス
ト
に
、か
ば
ん
に
、ク
ッ
シ
ョ

ン
に
…
、お
店
に
来
た
か
と
思
う
ほ

ど
、た
く
さ
ん
の
小
物
の
数
々
―
。

　
「
買
う
の
は
簡
単
だ
け
ど
お
金
が

か
か
る
。こ
れ
は
全
部
家
に
あ
る
着

物
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
使
っ
て
作
っ

て
い
る
か
ら
タ
ダ
な
ん
で
す
」と
話

す
の
は
、ド
リ
カ
ム
岡
田
の
皆
さ
ん
。

公
民
館
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、家
に

眠
る
洋
服
な
ど
を
活
用
し
た「
わ
く

わ
く
夢
講
座
」を
開
い
て
い
ま
す
。

　

ド
リ
カ
ム
岡
田
を
結
成
し
て
８

年
。裁
縫
経
験
が
少
な
か
っ
た
人
も

得
意
だ
っ
た
人
も
、み
ん
な
で
楽
し

く
、家
で
眠
っ
て
い
た
も
の
に
新
し

い
命
を
吹
き
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
は
い
ら
な
く
な
っ
た
ら

捨
て
て
い
た
け
れ
ど
、捨
て
る
前
に

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
」と
、

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
に
っ
こ
り
。

活
動
を
通
じ
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。

　

作
っ
た
も
の
は
自
分
で
使
う
だ
け

で
な
く
、家
族
や
近
所
の
人
に
あ
げ

た
り
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ

た
り
し
て
い
る
皆
さ
ん
。「
ひ
孫
が
喜

ん
で
く
れ
て
」「
た
わ
し
は
好
評
で
、

す
ぐ
売
れ
て
し
ま
い
ま
す
」と
話
し
、

作
る
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、エ
コ
な

生
活
を
通
じ
多
く
の
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
講
座
な
ど
に
参
加
す
る
人
を
増
や

し
た
い
。
今
年
度
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ

ル
ト
を
作
り
ま
す
」と
抱
負
を
語
る

ド
リ
カ
ム
岡
田
の
皆
さ
ん
は
、こ
れ

か
ら
も
地
域
の
人
と
楽
し
く
エ
コ
し

て
、そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

1. ドリカム岡田の皆さんと作品の数々。「ど
んどん腕が上達していきました」　２. 使わ
なくなった着物を使って作ったかばん。手
作りだからこそ、自分の好みに合わせて作
ることができる　3. いらなくなった毛糸を
使って作った服。「意外と暖かいんですよ」

1.（写真左から）泉さん、橋本さん、森内さ
ん　２. 各組で集まったごみはトラックを使っ
て集積　3. 対象品目以外のものも紛れている
ことも。手作業で分別していく　4. 資源をお
金に換えて購入したごみ箱。老朽化が見られ
るものは、今後改修も検討している

１

２３

２

１

３４

お知らせ

松前町地域環境協議会委員の募集
　町民・事業者・行政が、環境に優しい地域づくりを進めるため
に話し合う「地域環境協議会」の委員を募集します。
◦テーマ　生ごみ減量・リサイクル
平成 26 年度の予定「生ごみ減量・リサイクルプランの具体的な取
り組みについて」※会議は年 6 回程度、開催する予定です
◦任期　委嘱日から 28 年 3 月 31日まで
◦応募資格　町内在住の 20 歳以上の人で、ごみの減量や地球温
暖化防止に意欲や知識のある人
◦募集人数　１人　　　◦報酬　なし

◦応募方法　必要事項を記入した応募用紙と応募小論文用
紙 （ごみ減量や温暖化防止に対する自分の考えを 800 字程度にま
とめたもの   ）を直接持参するか郵送またはメールしてください。
＊応募用紙・小論文用紙は町民課窓口、ホームページから入手可。
＊応募書類は返却しません。
◦締め切り　5 月 30 日 ( 金 ) 当日消印有効
◦選考と結果　応募書類をもとに選考。結果は全員に通知します。
◦応募先　〒 791-3192　松前町大字筒井 631
松前町役場町民課ごみ対策係　☎ 985‒4117　
 E メール 141gomi@town.masaki.ehime.jp

あ
な
た
に
と
っ
て
の「
ご
み
と

の
上
手
な
暮
ら
し
方
」を

　　

ご
み
は
ど
う
し
て
も
出
て
き

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
０
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
処
理

の
た
め
に
は
お
金
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
や
行
動
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
０
に
近
づ
け
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
心
掛
け

や
行
動
は
、
ど
こ
か
で
自
分
の
生

活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
変
え
て
い

き
ま
す
。
家
計
の
節
約
な
ど
目
に

見
え
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
気
付

く
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
て
い
た
り
、
住
み
や
す
い
地
域

を
作
る
た
め
の
協
力
を
し
て
い
た

り
と
、
目
に
見
え
な
い
価
値
が
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
一
つ
の
方

法
で
す
。
ま
だ
ま
だ
普
段
の
生
活

の
中
で
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
も
今
の

生
活
を
見
直
し
て
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
実
際
の

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
で
、
あ

な
た
に
と
っ
て
の
ご
み
と
の
上
手

な
暮
ら
し
方
を
探
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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Monthly   Topics

１

新生活がスタート
入園式・入学式

　町内の小中学校の入学式は 9 日、町
立幼稚園の入園式は 11 日に行われま
した。新入生たちは上級生らに温かく
迎えられ、期待に胸を膨らませながら
新生活をスタートさせていました。

１_ みんなで手をつないで仲良く入場（古

城幼稚園）　２_ 先生に名前を呼ばれて

元気にお返事（松前幼稚園）３_ 真新し

い制服に身を包み、新たな希望を持って

97 人が入学（岡田中）　４_ 新入生の紹

介。緊張したけれど、堂 と々返事ができま

した（岡田小）５_「上級生のお兄さん、

お姉さんが学校行事を紹介してくれたよ」

「今から楽しみだね」（松前小）　６_ 誓い

の言葉。「実りある中学校生活を送ります」

（松前中）　７_ 入学式終了。「あー緊張

した」（北伊予中）８_ 初めて入った教室

で手に取った教科書。「これから頑張らな

くちゃ」（北伊予小）

86

４

２

３ ５

　松前町交通安全指導員の委嘱式は 4 月1
日、松前町役場で行われ、代表して松前・
北伊予・岡田校区の各支部長に、白石勝也
町長から委嘱状と指導員証が渡されました。
　今回委嘱された指導員は 28 人で、任期
は平成 26 年 4 月 1 日から 28 年 3 月 31 日
まで。指導員は、登下校時の街頭指導など、
松前町の交通安全のために活躍します。

松前支部長　
矢野　正次 さん

交通安全への決意新たに
松前町交通安全指導員委嘱式

北伊予支部長　
仙波　康弘 さん

岡田支部長　
逸見　勝一 さん

　伊予消防等事務組合消防本部は 3 月27日、心肺蘇生法を
行って人命を救った㈱佐々木冷菓（北川原）の浅尾裕介さん、
岡村光恵さん、安岡晃さんに感謝状を贈りました。
　3 人は平成 26 年 1月14日、会社を訪れた男性が突然倒れ
て心肺停止状態になったため、すぐに119 番通報をして、救
急隊が到着するまで心肺蘇生法を続けました。この 3 人の行
動によって、倒れた男性は一命を取りとめ、社会復帰してい
ます。

迅速な行動に敬意を表して
伊予消防等事務組合消防本部が感謝状

7

　「災害時等における物資供給協力に関する協定」は、
地震、風水害などの災害と武力攻撃災害などが発生し
たときやその恐れがあるときに、食料品や生活必需品
の供給について協力することを目的に締結されました。
　調印式では、松本等理事長が「町内の配送センター
をはじめとする地域を熟知した全国ネットワークや、阪
神大震災・東日本大震災での支援実績を生かしていき
たい」とあいさつ。協定を機に、さらなる連携を図って
いくことを誓っていました。

松前町は、生活協同組合コープえひめと 4 月2日に「災害時
等における物資供給協力に関する協定」を、松山興産㈱と4 月
10日に「災害時における応急対策業務に関する協定」を、それ
ぞれ締結しました。

　「災害時における応急対策業務に関する協定」は、災
害時などでの石油類燃料の優先供給やその運搬の協力
のほか、津波発生時の支援物資などの集積地と緊急避
難場所の提供に関して協力することを目的に締結され
ました。町が協定において緊急避難場所に関する締結
を結んだのは、初めてとなります。
　調印式では、鳥井貞宏代表取締役社長が「できるこ
とから始め、地域を助けられる企業となりたい」と話し、
さらに防災を進めるため、意識を新たにしていました。

コープえひめ、松山興産㈱と締結
災害時などにおける協定

生活協同組合コープえひめとの協定 松山興産㈱との協定
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小富士保育所
☎ 984-1161

所長 西岡　真理
主任保育士 松本奈保美
主任保育士 喜安　祐子

保育士 玉井　由佳
保育士 濱田　　歩
保育士 林　ゆかり
保育士 弓立　祥子古城幼稚園

☎ 984-2354
園長 本馬　　毅

主任教諭 尾山　美香
教諭 渡邊　裕月
教諭 大廣　美香
教諭 近藤　友恵

社会教育課
課長 冨田　　徹

課長補佐 仲島　昌二
人権教育係

☎ 985-4137
生涯学習係

☎ 985-4135
係長 渡辺　　司
主任 久津那智子

社会体育係

☎ 985-4138
主任 東山　伸也
係員 吉岡　昭嘉

新○

新○

新○

新○

新○

新○

新○

新○

4 月 1 日付で定期人事異動を行いました。異動者は 51 人、3 月 31 日付退職者は 8 人。職員体制は次の通りです。
◦本年度新たに導入したスポーツ枠採用による新規採用者を国民体育大会準備室に配置
◦東日本大震災の被災自治体を支援するため、宮城県亘理町と山元町への職員派遣を継続（両町１人ずつ）
◦愛媛県との人事交流を継続
◎は昇任、　　は新規採用を表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 平成 26 年度職員体制

総務課
課長 金子　知芳

課長補佐 ◎伊達　圭亮
広報情報係

☎ 985-4132
係長 塩梅　敬介
係員 松田　拓郎
係員 久保　美文

危機管理係

☎ 985-4103
係長 大川　康久
主任 安村　陽一
係員 濟川健太郎

企画政策係

☎ 985-4103
係長 平村　展章
主任 田中　志延

職員係

☎ 985-4113
係長 金子　貴徳
主任 林　　　亮
主任 大西　由美
係員 西尾　裕美

健康課
課長 山本　有三

課長補佐 栗田　真吾
課長補佐 和田　欣也

地域包括支援センター係

☎ 985-4205
係長 河野　正博
主任 佐藤　真一

主任介護
支援専門員 ◎畑中　真理

主任
社会福祉士 ◎宮下　歩美
主任保健師 平野　　愛

保健師 宇都宮すみ
保健センター係

☎ 985-4118
係長 森内美奈子

主任保健師 向井　美弥
主任保健師 脇水　素子
主任保健師 段ノ上友紀

保健師 平井栄理子
保健師 篠﨑　美貴

主任栄養士 和田　暁子
主任栄養士 長野　弘美

産業課
課長 徳居　芳之

課長補佐 竹内　友則
課長補佐 近藤　俊彦

国土調査係

☎ 985-4127
係長 松本　　聡                  
係長 ◎永井　　仁
主任 藤﨑　貞親
主任 菅　　　陽
主任 有光　丈朋
係員 中川　智博

農業振興係

☎ 985-4119
係長 仙波由紀枝
主任 古川　栄一
主任 ◎大西　秀和

農地係 （農業委員会兼務）

☎ 985-4131
係長 山田　　運
主任 大塚　英輔

商工水産観光係

☎ 985-4120
主任 松田　周二

上下水道課
課長 忽那　俊幸

課長補佐 重川　卓美
課長補佐 黒田　泰弘

下水道業務係

☎ 985-4126
係長 髙井　博志
主任 岩﨑　公彦
主任 日野　光保

下水道工務係

☎ 985-4231
係長 大政　邦弘
技師 谷川　善彦

水道業務係

☎ 985-4133
主任 井ノ口義貴

水道工務係

☎ 985-4229
係長 住田　俊哉

主任技師 野村　雅人
技師 西尾　充弘

議会事務局
☎ 985-4130

局長 大政　博文
局長補佐 ◎仙波　晴樹

書記 白石　未和

学校教育課
課長 岡本　　明

課長補佐 米澤　浩樹
総務係

☎ 985-4125
係長 米湊みのり

学校教育係

☎ 985-4134
係長 柏原　　正
主任 夏井　　真
係員 酒井　菜月

給食センター係

☎ 984-1786
係長 髙木　正人

調理員 赤松　庄子
調理員 横山　満恵
調理員 寺田　理恵
調理員 豊田　琴美
調理員 前田　香織

北公民館
☎ 984-7529

館長 和田由美子
主任 町田　　智

東公民館
☎ 984-1159

館長 門田　　博
主任 巻幡信次郎

西公民館
☎ 984-5313

館長 坂本　義武
係長 中村　慶彦

松前保育所
☎ 984-1068

所長 玉田　博子
主任保育士 井上みのり
主任保育士 新畠真佐美

保育士 福田　光咲
保育士 大西　彩子
保育士 藤本　杏子
保育士 佐々木優香
調理員 和田真美枝

宗意原保育所
☎ 984-0546

所長 吉岡　正江
主任保育士 松本　陽子
主任保育士 藤本　千陽

黒田保育所
☎ 984-1358

所長 西畑　美鈴
主任保育士 日野　敏美
主任保育士 池田　温美

保育士 西岡　千穂
保育士 竹本　友美
保育士 高田佳緒里
保育士 松岡　麻美
調理員 中越　敬子

松前幼稚園
☎ 984-1456

園長 石丸　幸子
主任教諭 川下三枝子
主任教諭 吉岡　友美

教諭 俊成　敦美

愛媛県行革分権課

主任 熊谷　雄史

宮城県亘理町健康推進課

副班長 成田　陽一青少年補導センター
☎ 985-4142

所長 大森　吉髙

人権教育協議会事務局
☎ 985-4143

局長 郷田　和美

新○

●派遣

保険課
課長 久津那良幸

課長補佐 ◎早瀬　晴美
保険料係

☎ 985-4227
主任 相原　俊二
係員 蔭谷　　翼

介護保険係

☎ 985-4115
係長 金子　裕之
主任 ◎花岡　副武
係員 大政　秀之

医療保険係

☎ 985-4107
係長 田中　孝幸
主任 手島　大介
主任 中村　明博
主任 ◎渡辺　雄介

白鶴保育所
☎ 984-1088

所長 髙木　結香
主任保育士 武田ひとみ
主任保育士 森　めぐみ

保育士 近藤　伸司
保育士 山崎　直子

二名保育所
☎ 984-1348

所長 佐伯　初美
主任保育士 本多　知子
主任保育士 野本和香子
主任保育士 泉　　千鶴

保育士 佐賀ゆかり
保育士 髙岡　弥生
保育士 寅岡　美礼

産業建設部
部長 伊賀上    晃

保健福祉部
部長 高橋　昌志

副町長
              栗田　哲志
 （防災担当）中矢　博史

総務部
部長 中矢副町長兼務

町　長
白石　勝也

教育長
永見　修一

財政課
課長 升田　年紀
技監 瀧本　精一

課長補佐 小池　良治
課長補佐 合田　光隆

統計電算係

☎ 985-4101
係員 戸井田　翔
係員 古川　智洋

財政係

☎ 985-4101
係長 ◎友田　秀樹
主任 宇都宮弘之
係員 川上　純司

入札検査係

☎ 985-4157
主任 坂本　礼子
主任 山本　康誓

財産管理係

☎ 985-4232
係長 住田　民章
主任 松本　　智
主任 山下有希子

26 年 3 月 31 日付

（理事）
　　　　弓達　靖夫

（伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合）

　　　　栗田　修次
（福祉課課長）
　　　　門田　　博

（町民課課長）
　　　　篠﨑　洋史

（健康課主任）	
　　　　河崎　初美

（学校教育課調理員）
　　　　大西　絹枝

（松前保育所保育士）	
　　　　東　　祐子

（松前幼稚園教諭）　
　　　　西島　尚美

宮城県山元町被災者支援室

主事 森実　祐規

愛媛地方税滞納整理機構

係員 須之内彰吾

会計課
課長 松岡　芳弘

会計係

☎ 985-4128
係長 柏原　美和
主任 北ヶ市文香
主任 森川明日香

子育て支援センター
☎ 985-4151

課長補佐 重川千恵美
●退職者

税務課
課長 島田　恵介

課長補佐 足立　武浩
管理収納係

☎ 985-4109
主任 住田　清美
主任 渡部　直樹
主任 松浦　　香
係員 西畑　佳樹
係員 西平　亜弥
係員 山村　凌史

町民税係

☎ 985-4110
係長 ◎二宮　昌夫
主任 西部　真季
主任 ◎米家　悠介
係員 加藤　潤也

資産税係

☎ 985-4111
係長 十時　勝弘
主任 宮下麻衣子
係員 田中　浩介
係員 山本　祐輝
係員 福桝　正成

福祉課
課長 ◎大政　哲志

課長補佐 西岡きわ子
課長補佐 谷口　恵子

障がい福祉係

☎ 985-4112
係長 田中　俊臣
主任 水口　光彦
主任 松本　良治
係員 小倉　智希

児童福祉係

☎ 985-4114
係長 楠田　洋子
主任 塩梅　陽子
主任 岡田　大介
主任 中矢　大悟

人権対策係

☎ 985-4155
生活相談員 末岡　武志

町民課
課長 ◎久津那延幸

課長補佐 重松　修平
課長補佐 ◎楠田　匡志

コミュニティ係

☎ 985-4228
係員 高橋　陽子

住民係

☎ 985-4105
係長 徳本　敏子
係員 井ノ口早奈枝

係員 田中　亮典
係員 川中　聡子
係員 今村菜穂子
係員 渡邉　志帆

ごみ対策係

☎ 985-4117
係長 濱崎　庄二
係員 豊田　純一

生活環境係

☎ 985-4117
係長 河崎　勝司
主任 中矢　裕人

国民体育大会準備室
☎ 985-4138

室長 ◎塩梅　　淳

副室長 仲島　昌二
（社会教育課長補佐）

室員 東山　伸也
（社会教育課主任）

室員 吉岡　昭嘉
（社会教育課係員）

まちづくり課
課長 玉井　信二

課長補佐 松岡　謙三
課長補佐 横山　眞史

管理係

☎ 985-4156
主任 大西　雅弘
係員 青野　雅雄

町営住宅係

☎ 985-4122
係長 三原三千夫
主任 大西　淳博

土木係

☎ 985-4123
係長 渡部　博憲
係長 山田　善仁

主任技師 ◎大西　貴佳
技師 河内　　竣

計画建築係

☎ 985-4124
係長 下地　徹典
係員 河上　裕貴
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まちのわだい
masaki's town news

レンゲ畑で笑顔が満開
▼ 4月10日

　池内力さん = 神崎 = は、子どもたちに春の自然 
と親しんでもらおうと、二名保育所と小富士保育 
所の園児を農地に招待しました。
　満天の青空の下、レンゲが一面に咲き渡る畑で、
満面の笑顔の園児たち。レンゲの花を摘んだり、み
んなで畑に寝転がったりして、体いっぱいに春を満
喫していました。また、摘んだ花は家に持ち帰り、
家族にも春を届けていました。

春の陽気に誘われて
▼ 4月3日

夫婦で歩んだ 50 年を祝って

　町は、松前、北伊予、岡田の各校区の老人クラ
ブ総会に併せ、結婚 50 周年の金婚式を迎えたご
夫婦のお祝いをしました。
　本年度の受賞者は 69 組。このうち 25 組のご夫
婦が受賞した松前校区でも、多くの人が会場を訪
れ、半世紀かけて深まった絆を祝いました。白石
勝也町長はあいさつの後、賞状と記念品を贈呈。
どのご夫婦も笑顔で受け取っていました。

 ▼4月3日

岡田地区のえ～とこをめぐって

　松前町文化協会は、松前え～とこ60 選かるため
ぐりツアーを行いました。
　この日は、玉生八幡大神社、三十三か所観音や和
多都見神社など、カルタに書かれた岡田地区の名
所をめぐりました。また、絵札の一つである警察学
校では、開放された庭で花見を楽しんだ参加者の
皆さん。ツアーを通して、岡田地区の名所について
学ぶとともに、春の訪れも体感していました。

▼ 3月29日

　3 月 24 日に桜の開花が宣言された後、町内の桜
も次第に花を咲かせ始めました。
　このうち、池の周りの桜が満開に咲き誇ったひ
ょこたん池公園（中川原）にも、親子連れなど多
くの人が訪れました。
　訪れた人たちは、桜の花びらが舞う公園の中
で、お弁当を食べたり花びらを集めて遊んだりし
て、春の風情を楽しんでいました。

高齢者のための在宅生活支援サービス　

　地域包括支援センターは、高齢者とその家族の在
宅介護に関する総合的な相談を受け付け、必要なサー
ビスを受けるための連絡や調整などを行っています。
　また、地域の最寄りの相談窓口として、在宅介護
支援センターを設置しています。お気軽にご利用くだ
さい。

高齢者ができる限り住み慣れた地域や家庭で自立した生活を送れるよう、必要な支援を行っています。
サービスを利用するときは、その必要性を各事例ごとに地域ケア会議で協議します。
利用者負担金は、サービスによって異なります。

介護予防生活
支援サービス

調理が困難な独居高齢者など
に､ 昼食を各家庭まで届けるほ
か、本人の安否確認を行います。

❶配食サービス

寝たきりや重度の認知症の高齢
者を自宅で介護していて、町民
税非課税の家族に対し、介護手
当を支給します。

❷在宅寝たきり老人等介護手当支給

要介護度 4･5 程度の高齢者を介
護していて、町民税非課税の家
族に介護用品 （オムツなど）を現
物支給します。  

❶家族介護用品の支給

独居高齢者などの安否確認や
相談のほか、急病などの緊急時
に備え、緊急通報装置を貸与し
ます。

❻緊急通報体制整備

心身機能の低下により、日常生
活に不安のある独居高齢者など
に、電磁調理器、火災警報器な
どの生活用具を給付します。

❺日常生活用具給付

介護保険サービスを受けていな
い要援護高齢者に、一時的に
特別養護老人ホームなどで宿泊
してもらい、生活を援助します。

❹自立ショートステイ

家に閉じこもりがちな高齢者に、
松前町総合福祉センターなどで、
日常動作訓練、レクリエーショ
ンなどのサービスを提供します。

❸生きがいデイサービス

緊急通報装置の設置において、
電話機の設置が難しい高齢者の
場合に、電話機を貸与して連絡
手段を確保します。

❼老人福祉電話貸与

生活支援ヘルパーを派遣し、高
齢者の日常生活、家事などを支
援します。

❷生活支援ヘルパー派遣

家族介護
支援サービス

問松前町地域包括支援センター  　 ☎ 985―4205
　  松前町在宅介護支援センター         
                                          　　みどり  （筒井 710-1）

　鶴寿荘   （鶴吉 635-1）

　菜の花   （神崎 578-1）

　エンゼル （北川原 33-1）

　のどか     （北黒田 173-1）

☎ 985―2121
☎ 985―0405
☎ 984―7366
☎ 984―6407
☎  961―6353
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水道料金の
改定について

9 月検針
10 月請求分

から

使用水量 新料金 （円） 現行 （円）

０～ 10㎥ 848 719

15㎥ 1,469 1,232

20㎥ 2,090 1,745

25㎥ 2,711 2,258

30㎥ 3,332 2,771

　改定後の料金表は、検針員が各ご家庭に配布 （8

月検針）するほか、町ホームページにも掲載してい

ますのでご確認ください。

問上下水道課水道業務係　☎ 985-4133

　平成 16 年度に料金改定を行った後、課の統廃合

や施設の民間委託を積極的に行い、経費や人員削減

などの財政改革に取り組んできました。しかし、次の

ような状況から、料金改定を行うこととなりました。

▼ 改定の目的
　一定の料金収入を確保し、健全な経営を維持し

ていくことで、皆さんに安定して飲料水をお届けす

るため。

▼ 改定を行った背景
①浄水場や耐震管などの整備費用の確保

　これまで高度浄水施設の恵久美浄水場、北伊予

浄水場を整備するほか、南海、東南海地震などへ

の対策として耐震化を進めてきました。安心 ･ 安全

でおいしい水を継続して供給するため、今後も継続

して整備を進めていく予定です。

②使用水量の減少による料金収入の不足

　世帯人員の減少や節水型社会の進展で使用水量

が減少し、料金収入の不足が予測されています。

　今後もさらなる経営の効率化や経費の削減など、

いっそうの経営努力をしていきますので、ご理解と

ご協力をお願いします。

▼水道使用料 （8％税込料金）

　下の表はメーター口径 13 ｍｍの家庭用の場合の

水道使用料です （基本料金にはメーター使用料を含

んでいます）。

（計算例１）

使用水量 15㎥

＝基本料金＋超過料金

＝ 848.88 ＋ （124.2 × 5㎥）

＝1469.88

使用料　1,469 円

（計算例２）

使用水量 25㎥

＝基本料金＋超過料金

＝848.88＋ （124.2×15㎥）

＝2711.88

使用料　2,711 円

水道使用料 （8％税込料金）

水道料金を改定（おおむね 20％値上げ）します。
ご理解とご協力をお願いします。

▼
子
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あ
る
夫
に
も
支
給
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始
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民
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て
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が
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、
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た
人
に
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て
い
た「
子
の
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る
妻
」
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子
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族
年
金
が
支
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れ

て
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ま
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。
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▼
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取
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亡
く
な
っ
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が
受
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取
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ず
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た
未
払
い
の
年
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未
支
給
年
金
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は
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子
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母
、
孫
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年
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の
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１
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６

　

松
山
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年
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所
国
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金
課

☎
９
２
５
―
５
１
７
５
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▼
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２
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人

▼
２
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月
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※
70
歳
以
上
で
も
一
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の
所
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。
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問
保
険
課
医
療
保
険
係

☎
９
８
５
―
４
１
０
７

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
に
表
記
さ

れ
た
有
効
期
限
の
３
カ
月
前
か
ら
、
更

新
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

平
日
９
時
～
16
時

▼
申
請
に
必
要
な
物　

①
住
基
カ
ー
ド（
※
）＋
保
険
証

②
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

③
発
行
手
数
料
５
０
０
円

④
公
的
個
人
認
証
希
望
の
場
合
は
さ
ら

住
基
カ
ー
ド
の
更
新

に
５
０
０
円

※
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
で
な
い

場
合
、
官
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身
分

証
明
書（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
が
必
要
で
す
。
持
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
５

小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

﹁
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
﹂開
設

　

町
の
指
定
で
整
備
を
行
っ
て
い
た
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
小
規
模
多

機
能
）・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）が
４
月
７
日
に
開

設
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
多
機
能
で
は
、「
通
い
」を
中

心
に
、
利
用
者
の
身
体
状
況
や
希
望
に

合
わ
せ
た「
訪
問
介
護
」や「
宿
泊
」の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
認
知
症
高

齢
者
が
共
同
で
生
活
を
し
な
が
ら
、
食

事
・
入
浴
な
ど
の
支
援
や
機
能
訓
練
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
施
設「
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」

　
（
昌
農
内
３
４
７
番
地
１
）

　

☎
９
８
５
―
３
０
０
３

◎窓口負担割合

誕生月 ２６年４月
診療分まで

26 年 5 月
診療分から

昭和 19 年
4 月1日
以前の人

１割
（特例措置）

１割
（特例措置）

昭和 19 年
4 月 2 日
以降の人

３割

2 割
（70 歳の誕生日
の翌月（各月１日
が誕生日の人は
その月）から）
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農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

▼
対
象
者　

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
60
歳
未
満
の
人

※
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
、
家
族
農
業

従
事
者
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
年
金
の
種
類　

自
分
が
積
み
立
て
た

保
険
料
と
そ
の
運
用
益
か
ら
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
決
ま
る「
積
立
方
式
」

の
年
金
で
す
。

▼
保
険
料
の
額　

自
分
が
必
要
と
す
る

年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
は

２
万
円
～
６
万
７
千
円
の
範
囲
内
で
、

千
円
単
位
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。
さ
ら

に
、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ

て
、
い
つ
で
も
見
直
し
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
保
険
料
の
国
庫
補
助
、
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
終
身
年
金
で
80
歳
未
満
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
９
８
５
―
４
１
３
１

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ

松
前
支
所　
　

☎
９
８
４
―
１
０
２
４

北
伊
予
支
所　

☎
９
８
４
―
２
１
７
１

岡
田
支
所　
　

☎
９
８
４
―
２
１
０
１

農
家
の
皆
さ
ん
へ

周
り
に
配
慮
し
た
田
畑
の
野
焼
き
を

　

田
畑
の
稲
わ
ら
、
麦
わ
ら
な
ど
の
野

焼
き
に
つ
い
て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
焼
却
禁

止
の
例
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
を

行
う
と
き
は
次
の
点
に
配
慮
し
て
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
周
り
へ
の
配
慮

・
近
所
の
人
に
声
を
掛
け
て
か
ら
焼
却

を
行
う
よ
う
に
す
る

・
風
が
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
日
は
中
止
す
る

・
風
向
き
を
十
分
に
考
慮
し
て
行
う

▼
焼
却
中
の
注
意
事
項

・
焼
却
中
は
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
、

そ
ば
を
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る

・
焼
却
後
は
、
火
が
消
え
た
こ
と
を
必

ず
確
認
す
る
。

問
産
業
課
農
業
振
興
係 

 　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
１
９

　

松
前
消
防
署

☎
９
８
４
―
３
４
０
４

犬
・
猫
の
不
妊
や
去
勢
手
術
を
助
成
し
ま
す

　

飼
い
犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象

❶
平
成
26
年
４
月
１
日
～
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
手
術
を
し
て
い
る
こ
と

❷
飼
い
主
が
町
内
在
住
で
あ
る
こ
と

❸
動
物
取
扱
業
を
行
う
飼
い
主
で
な
い

こ
と

 

❹
犬
の
場
合
は
、
登
録
を
行
い
、
26
年

度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
交
付
さ

れ
て
い
る
か
、
26
年
度
中
に
予
防
接
種

を
受
け
て
い
る
こ
と

❺
町
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
件
数　

犬
・
猫
合
わ
せ
て
先
着

１
３
０
頭

▼
補
助
金
額　

２
３
０
０
円

▼
申
請
方
法　

手
術
終
了
後
、
次
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
補
助
金
請
求
書　
　

③
税
情
報
等
開
示
同
意
書

※
郵
送
で
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

の
で
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
申
請
書
な
ど
は
町
民
課
に
あ
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
手
術
費
の
助
成
方
法
　
提
出
書
類
を

確
認
し
、助
成
を
決
定
し
た
場
合
に
、指

定
口
座
に
補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

27
年
３
月
31
日
ま
で

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
生
活
環
境
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

▼
募
集
区
画
数　
　

４
区
画

（
１
区
画

30
㎡
）

▼
申
し
込
み
方
法　

　

産
業
課
に
あ
る
「
ま
さ
き
農
園
利
用

申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印

（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

５
月
30
日（
金
）

▼
申
込
先　

産
業
課
農
業
振
興
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
９

デオデオ●

伊予鉄古泉駅

関西造園● R5
6

●エミフルマサキ

アカチャン
ホンポ
　●

まさき農園

セーラー
松前店
   ●

ま
さ
き
農
園
利
用
者
募
集

　

野
菜
、
花
な
ど
の
栽
培
を
通
じ
て
自

然
と
触
れ
合
い
、
農
業
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
ま
さ
き
農
園
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
期
間　

　

契
約
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

（
以
後
１
年
ご
と
に
更
新
）

▼
利
用
資
格　

　

町
内
在
住
の
人（
１
世
帯
１
区
画
）

▼
利
用
方
法

　

で
き
る
だ
け
農
薬
、
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い
栽
培
方
法（
有
機
栽
培
）と
し
、

果
樹
な
ど
の
永
年
作
物
の
栽
培
は
不
可

と
し
ま
す
。

▼
賃
借
料　

年
間
５
千
円（
貸
付
期
間

の
途
中
か
ら
利
用
の
場
合
は
月
割
）

▼
場
所　

伊
予
鉄
道
古
泉
駅
東　

郷土を美しくする
清掃を行います

問町民課ごみ対策係　
☎ 985―4117

6 月 7 日�　
9 時～

（雨天時は 6 月 21 日�）

塩屋海岸、
北黒田・新立海岸、
松前港内港
行政区の指定場所など
　
　昭和 45 年から続いている「郷土

を美しくする清掃」は、本年度で

45 回目を迎えます。

　町内の海岸などにあるごみ、空

き缶などを取り除く清掃活動を、

一斉に行います。

　「町を、ずっと、

　　　　みんなで、きれいに」

　皆さんの近所や事業所の周りも

あわせて清掃し、私たちの町を私

たちの手で美しくしましょう。

▼使用期間　２年以内　
※登録者の同意を得て延長する場合があります。

▼農作物補償、土地使用料
　使用した場合は、それぞれ支給します。

▼原状回復　
　使用した場合は、原状回復して返却します。

▼標識　登録後、案内標識を設置し、
ごみ投げ捨て防止の啓発も行います。
【平成 25 年度実績】
登録：11 人　
登録農地：24,225㎡（19 筆）
問産業課農地係 　☎ 985―4131

農家の皆さんへ

防災協力農地の登録へご協力を

　防災協力農地は、地震など大規模な災害が発生
したとき、避難場所や仮設住宅建設用地などに使用
する農地です。町民の安全を確保し、円滑に復旧活
動を進めるためにも登録にご協力をお願いします。

▼用途　
①緊急避難場所
②仮設住宅建設用地や復旧用資材置き場
　（長期間使用する場合は別途協議）

▼登録期間　３年（初回は登録日から２年を経過
した最初の３月 31 日まで）
※期間満了までに継続しない意思表示がなければ
自動更新
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「広げよう 地域に根ざした思いやり」

一人で悩まないで、「誰かに話してみたい」と思ったら、
ぜひお近くの民生委員に相談してください。例えば・・・

毎年 5 月12日は民生委員・児童委員の日、
5 月12日（月）～５月18日（日）は活動強化週間です。

担当民生委員・児童委員のお問い合わせは、
松前町社会福祉協議会（☎985-4144）まで。

民生委員・児童委員にご相談ください

介　護

配　食

生活の悩み

子育て不安

不登校

いじめ・非行

生活費

住　居

年金・保険

平
成
26
年
度

子
ど
も
支
援
教
育
相
談

　

県
教
育
委
員
会
は
、
発
育
や
発
達
に

不
安
の
あ
る
幼
児
、
児
童
や
生
徒
の
保

護
者
を
対
象
に
、
養
育
や
教
育
に
つ
い

て
の
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
30
日（
月
）

▼
会
場　

愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

▼
申
し
込
み
方
法　

在
籍
す
る
幼
稚

園
、
保
育
所
、
小
・
中
学
校
ま
た
は
学

校
教
育
課
へ
所
定
の
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
用
紙
は
提
出
先
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
９
８
５
―
４
１
３
４

知
書
④
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

【
自
動
車
税
】

①
自
動
車
検
査
証
②
生
計
同
一
者
か
常
時

介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
は
❶
生
計
同

一
証
明
書
か
常
時
介
護
証
明
書
❷
通
学
・

通
園
・
通
所
証
明
書
、通
院
証
明
書
か
通

勤
・
生
業
証
明
書（
い
ず
れ
も
条
件
あ
り
）

※
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
納
税
通
知
書
が
届

い
て
か
ら
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

５
月
26
日（
月
）

▼
申
請
先

（
自
動
車
税
）県
中
予
地
方
局
課
税
課

 

自
動
車
税
担
当　
☎
９
０
９
―
８
７
５
４

（
軽
自
動
車
税
）税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
１
０

　

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
を

（
１
台
に
限
り
）減
免
し
ま
す
。

▼
対
象　

障
が
い
者
本
人
が
所
有
す
る

自
動
車（
18
歳
未
満
ま
た
は
療
育
手
帳
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
そ
の
人
と
生
計
を
一
に

す
る
家
族
の
所
有
車
も
含
む
）を
次
の

い
ず
れ
か
の
人
が
運
転
す
る
場
合

①
障
が
い
者
本
人

②
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る
家
族

③
障
が
い
者
だ
け
の
世
帯
の
障
が
い
者

を
常
時
介
護
す
る
人

▼
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
の
範
囲

　

左
表
の
と
お
り

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

【
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
共
通
】　

①
各
種
手
帳
②
運
転
免
許
証
③
納
税
通

障
が
い
の
あ
る
人
の

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

◎身体障がい者手帳の区分

障がいの区分 本人が運転 生計同一者、
常時介護者

視覚障がい １級～４級
聴覚障がい ２級・３級
平衡機能障がい ３級
音声機能、言語障がいま
たはそしゃく機能の障がい

３級
（喉頭摘出だけ）

上肢不自由 １級・２級
下肢不自由 １級～ 6 級 １級～３級
体幹不自由 １～３級・５級 １級～３級
乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障がい

上肢機能 １級・２級

移動機能 １級～ 6 級 １級～３級

心臓機能障がい

１級・３級

じん臓機能障がい
呼吸器機能障がい
ぼうこうまたは直腸の機
能障がい
小腸の機能障がい
ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障がい １級～３級
肝臓機能障がい

◎療育手帳の区分　A 判定
◎精神障がい者保健福祉手帳の区分　１級

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日（
午
前
０
時
）

現
在
の
登
録
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

▼
納
期
限　

６
月
２
日（
月
）

※
５
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
税
で
き
ま
す
。

▼
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車（
軽
自

動
車
除
く
）の
自
動
車
税
に
つ
い
て　

　

環
境
へ
の
配
慮
の
た
め
、
新
車
登
録

か
ら
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
車
・
Ｌ

Ｐ
Ｇ
車
、11
年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

は
、
経
過
し
た
翌
年
度
か
ら
税
額
が
約

10
パ
ー
セ
ン
ト
割
増
さ
れ
ま
す
。

◉
平
成
26
年
度
対
象
と
な
る
自
動
車　

　

▽
ガ
ソ
リ
ン
車
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
平
成

13
年
３
月
31
日
以
前
▽
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

は
平
成
15
年
３
月
31
日
以
前
に
、
新
車

の
新
規
登
録
を
し
た
自
動
車

▼
排
出
ガ
ス
や
燃
費
性
の
優
れ
た
自
動

車
の
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

新
車
新
規
登
録
の
翌
年
度
だ
け
自
動
車

税
が
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
県
中
予
地
方
局
課
税
課

自
動
車
税
担
当  

☎
９
０
９
―
８
７
５
４

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

６
月
１
日
は『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』

で
す
。
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い

じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
人

権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

《
特
設
人
権
相
談
所
》

▼
日
時
　
６
月
２
日（
月
）10
時
～
17
時

▼
場
所　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
第
２
研
修
室

▼
相
談
担
当
者　

　

松
前
町
人
権
擁
護
委
員

▽
田
中
安
男
さ
ん
、
髙
石
勤
さ
ん
、
平

井
章
能
さ
ん
、 

大
西
克
彦
さ
ん
、
田
中

き
よ
美
さ
ん

▼
電
話
番
号　

☎
９
８
５
―
１
３
１
３

《
電
話
相
談
》

▼
日
時　

６
月
２
日（
月
）９
時
～
21
時

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
―
４
５
９

―
７
３
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
社
会
教
育
課
人
権
教
育
係　

☎
９
８
５
―
４
１
３
７

「守ろう人権　なくそう差別」

2014　明るい人権の町づくり大会

問社会教育課人権教育係　☎ 985-4137

◎講師紹介
　吉永みち子さん

　埼玉県川口市出
身。東京外国語大
学インドネシア語
学科卒業後、競馬
専門誌や夕刊紙    「日
刊ゲンダイ」の記

者として活躍後、退社。５年間の専業主婦を
経て仕事に復帰。以来、フリーとして活躍して
いる。

◦日時　　５月10日㊏13 時30 分～ （受け付け13 時～）
◦会場　　松前総合文化センター広域学習ホール
◦内容　　開会行事（13 時 30 分～）
　　      　　   人権啓発劇（14 時 10 分～）　
　　　　　　松前小学校 6 年生の皆さん
　　　　　記念講演（14 時 55 分～）　　
　　　　　　講師　ノンフィクション作家
　　　　　　　　　吉永みち子さん
　　　　　　「気づき・認め合う社会をめざして」
　　　　　　※手話と要約筆記がつきます。
　　　　　閉会行事（16 時 20 分～）
◦参加費　無料

※無料託児あります。希望者は事前に社会教育課へ。
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正確な情報収集を

　大きな災害が起こったときは、一人ではどうにも
ならないことがたくさんあります。
　自分の命の無事が確保できたら、次は地域や自
主防災組織の一員として「自分の地域は自分で守る」
活動を行ってください。

自力で避難できない人の避難支援
　地域には高齢者、乳幼児、障がい者や言葉の不
慣れな外国人など、災害時に自分の力で避難するこ
とが難しい人たちが多くいます。あらかじめ、自主防
災組織による支援体制づくりをしておきましょう。

閉じ込められた人の救出活動
　阪神淡路大震災では、倒壊建物から脱出した人
の約 95％は、自力で脱出するか、家族や隣人・通
行人により救出されました。災害時は地域の皆さん
で協力して閉じ込められた人を助けましょう。そのと
きは、自主防災組織が保有している救助資機材を有
効に利用しましょう。　

初期消火活動が大事
　県の地震被害想定調査によると、南海トラフ巨大
地震での松前町の全焼建物棟数は最大で 5,000 棟
近くになると予想されています。被害を最小限にす
るには自主防災組織による初期消火が大切です。
訓練などを通して、スムーズな消火活動が行える組
織作りをしておきましょう。
　また消火器の場所や近所で水が取れる場所は、
必ずチェックしておきましょう。

　災害時はデマなどによりパニックが発生し、大
きな混乱が生まれる場合があります。テレビやラ
ジオなどで情報を入手したり、地域の住民同士で
情報を交換したりして、正確な情報を入手するこ
とが大切です。

負傷者の応急手当
　災害時は、負傷者のそばにいる人が応急手当を
行わなければいけません。大切な人の命を救うこと
ができるように、応急手当の方法を身につけておき
ましょう。

①出血がひどいとき　
　清潔なガーゼやタオルで傷口を圧迫して止血しま
す。直接血液に触れないように、ビニール袋などに
手を入れて押さえましょう。

②やけどをしているとき
　水道水などきれいな流水で冷やしましょう。衣服
の上からやけどをした場合は、無理に脱がさずその
まま冷やしてください。冷やした後は、清潔なガー
ゼやタオルで包みます。

③骨折の疑いがあるとき
　硬い棒状のものを副木にして固定し
ましょう。棒状のものがなければ、雑誌
やダンボールなどで患部を巻いて固
定するのも有効です。固定できたら、
タオルなどで首から吊って楽な体制が
とれるようにしましょう。

災害時はデマに注意

自助・共助で取り組む　

わが家の災害対策講座 ～第 10 回～
松前の
防災力

vol. 18

危機管理係☎ 985―4103

5 月中に実施します 救急病院や災害情報をお知らせ

住宅防火診断 伊予消防本部テレフォンガイド　

新戦力の消防団28人に任命書を交付
松前消防署☎ 984―3404

消防署
だより

　松前町消防団の平成 26 年度入団式
は４月 1 日、松前防災センターで行われ、
池内勝彦団長から 28 人に任命書が交
付されました。新入団員は、「自分たち
の町は自分たちで守る」という精神のも
と、松前町消防団の戦力となるべく、消
防・防災に関する知識や技術を取得し、
地域防災の中核的存在として活躍しま
す。　

第 1 分団

住
すみ

田
だ

博
ひろ

則
のり

㊧（南黒田班）

友
とも

澤
ざわ

昌
まさ

幸
ゆき

㊥（南黒田班）

宇
う

治
じ

寛
のり

彦
ひこ

㊨（南黒田班）

第 5 分団

田
た

﨑
ざき

秀
しゅう

一
いち

（神崎班）藤
ふじ

本
もと

憲
のり

洋
ひろ

㊧（徳丸班）

井
い

ノ
の

口
くち

久
ひさ

仁
ひと

㊨（中川原班）

合
ごう

田
だ

礼
れい

㊧（西高柳班）

岡
おか

本
もと

真
しん

也
や

㊥（塩屋班）

𠮷
よし

岡
おか

勇
ゆう

二
じ

㊨（塩屋班）

西
にし

本
もと

周
ちか

正
まさ

㊧（中川原班）

河
かわ

添
ぞえ

拓
たく

真
ま

㊥（出作班）

西
にし

村
むら

哲
てつ

哉
や

㊨（出作班）

永
なが

田
た

昭
しょう

司
じ

㊧（西高柳班）

烏
から

谷
すだに

政
まさ

和
かず

㊨（西高柳班）

第 3 分団

三
み

好
よし

貴
たか

之
ゆき

㊧（本村班）

常
とき

盤
わ

和
かず

裕
ひろ

㊥（筒井班）

金
かね

子
こ

雅
まさ

紀
き

㊨（筒井班）

第 7 分団

大
おお

西
にし

夏
なつ

樹
き

㊧（上高柳班）

加
か

藤
とう

純
じゅん

一
いち

㊥（上高柳班）

伊
い

賀
が

上
うえ

和
かず

也
や

㊨（恵久美班）

第 2 分団

田
た

中
なか

和
かず

彦
ひこ

㊧（宗意原班）

篠
しの

﨑
ざき

宜
よし

男
お

㊥（宗意原班）

福
ふく

桝
ます

正
まさ

成
なり

㊨（新立班）

第 6 分団

向
むか

井
い

直
なお

人
と

㊧（永田班）

竹
たけ

田
だ

真
しん

二
じ

㊨（東古泉班）

本団

宮
みや

本
もと

啓
けい

子
こ

（女性班）

第 8 分団

谷
たに

野
の

宮
みや

政
まさ

浩
ひろ

㊧（昌農内班）

武
たけ

市
いち

好
よし

生
お

㊨（西古泉班）

以下 26 年度新入団員（敬称略）

　消防職員が町内の 70 世帯を訪問し、アンケートを

実施します。身分証明書を提示して実施しますので、

ご協力よろしくお願いします。

松前消防署テレフォンガイドが廃止され、伊予消防本部

のテレフォンガイドに一括集約されました。

▷救急病院案内  ☎ 982-5959　▷災害情報  ☎ 982-8899

第 4 分団

第 9 分団

まさき    ❖    2014-5 22広報2014-5  ❖    広報  まさき23



Information　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Information  Information

人のうごき
（Ｈ 26.3.31 現在）

区分 人口 前月比

男 14,674 － 54

女 16,328 － 45

合計 31,002 － 99

世帯 12,955 － 31

◦ 5 月の納税 ◦

納期限は 6 月 2 日月
◎納期限内にお納めください◎

口座振替は 5 月 26 日月

軽 自 動 車 税　　 全 期

【アドバイス】
○業者名、住所や電話番号などの表記を事前によく確認してください。メール
アドレスしか表記がないサイトとの取引は危険です。
○金額が極端に安い価格で販売しているサイトや日本語が不自然なものは要
注意です。
○個人名義の銀行口座への前払いの場合は特に注意しましょう。できれば、
クレジット決済の利用できるサイトを選びましょう。
○振り込んでしまった場合は、すぐに銀行と警察に相談しましょう。

消費力アップ通信 ブランドのスニーカー、財布、バックなど
インターネット通販の前払いに注意

【相談事例】
　ブランド名で検索して見つけたインターネットのサイトで、スニーカーが
安くなっていたので注文した。外国人名義の指定口座に商品代金を振り込ん
だが商品が届かない。サイトにメールでキャンセルを申し出たが応答がない。

募 

集

▼
日
時　

６
月
29
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
公
園
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目　

①
女
性
の
部
…
女
性
７
人
以
上
で
編
成

②
一
般
の
部
…
男
性
２
人
、
女
性
４
人

以
上
の
７
人
以
上
で
編
成

※
女
性
・
一
般
の
部
と
も
コ
ー
ト
内
は

６
人
で
試
合

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
人（
学
生

や
生
徒
も
参
加
で
き
ま
す
）

▼
締
め
切
り　

６
月
18
日（
水
）17
時

▼
代
表
者
会　

【
日
時
】６
月
24
日（
火
）19
時
～

【
場
所
】
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階　

第
１
研
修
室

▼
日
時　

６
月
22
日（
日
）・
29
日（
日
）

９
時
～

※
予
備
日
７
月
６
日（
日
）

▼
場
所　

松
前
公
園（
多
目
的
広
場
）、

松
前
中
学
校
、
松
前
町
町
民
グ
ラ
ン

ド▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
18
歳
以
上

の
人（
学
生
、
現
役
の
社
会
人
野
球
選

手
は
不
可
）

▼
締
め
切
り　

５
月
30
日（
金
）17
時

▼
代
表
者
会　

【
日
時
】６
月
12
日（
木
）19
時
～　

【
場
所
】
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階　

第
１
研
修
室

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
は
大
会
に
て
加

入
し
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４

バ
ラ
祭
り
よ
し
う
み

高
齢
者
を
狙
っ
た

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意

1
松
前
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

国
有
地
取
得
の
詐
欺
被
害

松
前
・
北
伊
予
地
区

松
前
え
～
と
こ
カ
ル
タ
め
ぐ
り

県
職
員
採
用
候
補
者
上
級
試
験

全
国
一
斉
あ
そ
び
の
日

岡
田
え
～
と
こ
カ
ル
タ
め
ぐ
り

3
松
前
町
レ
ク
・
バ
レ
ー
大
会

2
松
前
町
軟
式
野
球
大
会

　

春
の
バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
る
バ
ラ
公
園

を
舞
台
に
、
モ
ノ
マ
ネ
タ
レ
ン
ト
の
み

か
ん
さ
ん
、
恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
荒

牧
佳
代
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
恋
愛

向
上
ト
ー
ク
や
心
理
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
恋
愛
指
数
を
上
げ
、
結
婚
力
を
磨

き
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

５
月
25
日（
日
）

▼
場
所　

今
治
市
大
島　

よ
し
う
み
バ

ラ
公
園

問
県
今
治
支
局
商
工
観
光
室

☎
０
８
９
８
―
２
２
―
８
５
９
８

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

前
触
れ
と
思
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
手
口
は
、
息
子
を
か
た
り「
携

帯
の
番
号
が
変
わ
っ
た
。
ま
た
電
話
す

る
」「
声
が
お
か
し
い
の
は
風
邪
を
ひ
い

て
い
る
か
ら
」と
電
話
し
て
く
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
一
度
電
話
を
切
り
、
す
ぐ
に
家
族

に
確
認
し
、警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
伊
予
警
察
署

☎
９
８
２
―
０
１
１
０

▼
日
時　

６
月
8
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
種
目　

一
般
男
子（
A
・
B
）

　
　
　
　

一
般
女
子

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
町
内
の
テ
ニ
ス
団
体
に
所
属

し
て
い
る
人

▼
締
め
切
り　

５
月
31
日（
土
）

い
ま
す
。
財
務
局
で
は
国
有
地
を
販
売

す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
原
則

一
般
競
争
入
札
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

「
何
か
変
だ
な
」と
感
じ
た
場
合
は
、
財

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
四
国
財
務
局
松
山
財
務
事
務
所
管
財

課

☎
９
４
１
―
７
１
８
５

　

国
有
地
や
独
立
行
政
法
人
の
所
管
す

る
土
地
に
つ
い
て
、「
特
別
に
随
意
契
約

で
き
る
」「
必
ず
落
札
で
き
る
」「
相
場

よ
り
安
く
入
手
で
き
る
」な
ど
と
い
っ

て
、
出
資
勧
誘
や
手
付
金
預
か
り
を
持

ち
掛
け
る
詐
欺
行
為
が
多
く
発
生
し
て

８
時
40
分
～
12
時

▼
募
集
人
数　

各
25
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
、
お
茶

代
）

▼
申
し
込
み　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
窓
口
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎
９
８
５
―
１
３
８
６

▼
日
時　
【
松
前
】５
月
18
日（
日
）　

　
　
　
　
【
北
伊
予
】６
月
８
日（
日
）

▼
申
込
期
間　

５
月
13
日（
火
）
～
６

月
２
日（
月
）

※
試
験
案
内
と
申
込
書
は
、
５
月
12
日

（
月
）
か
ら
県
人
事
委
員
会
事
務
局
や

各
地
方
局
な
ど
で
配
布
予
定
で
す
。

※
受
験
資
格
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
９
１
２
―
２
８
２
６

▼
第
１
次
試
験　

６
月
22
日（
日
）　

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受

験
可
能

▼
日
時　

５
月
25
日（
日
）　

９
時
45

分
ス
タ
ー
ト（
受
け
付
け
９
時
～
）

▼
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円
、
幼
児
無
料

▼
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
松
前
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
会
場（
岡
田
小
学
校
）
で
も

申
し
込
み
可

※
防
災
に
役
立
つ
話
や
お
い
し
い
お
に

ぎ
り
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
先　

〒
７
９
１
―
３
１
２
０

松
前
町
大
字
筒
井
１
０
１
１

松
前
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　
　

　
　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
４
―
４
１
１
３

1
2
3
共
通
事
項

▼
申
し
込
み
方
法　

松
前
公
園
体
育

館
、松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、東
・
西
・

北
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
役
場
４
階
社
会
教
育
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
前
町
体
育
協
会
事
務
局（
庁
舎
４

階
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
）

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

安心して役場の相談窓口にご相談ください！
相談は秘密厳守。匿名でも相談できます。情報提供も受付中です。

▽ 消費者ホットライン ☎ 0570-064-370

▽ 消費生活相談窓口（産業課内）☎ 985-4120　

毎週火曜日、第 1 金曜日（9 時～ 17 時）は専門の相談員が対応します。

第
12
回
地
域
の
人
々
と
共
に
学
ぶ

救
急
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

催 

し

池
添
浩
二 

先
生　

③
講
演「
脳
卒
中
の
診
断
と
治
療
：
脳

神
経
外
科
の
立
場
か
ら
」　

松
山
赤
十
字
病
院 

脳
神
経
外
科 

部
長

武
智
昭
彦 

先
生

④
意
見
交
換
・
質
疑
応
答 

司
会　

佐
礼
谷
診
療
所 

所
長

飛
田
系
太 

先
生　
　

問
伊
予
医
師
会

☎
９
８
２
―
１
４
１
４

　

脳
卒
中
の
救
急
に
つ
い
て
、
実
演
を

交
え
て
講
座
を
行
い
ま
す
。
本
な
ど
の

机
上
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

　

救
急
医
療
に
関
心
の
あ
る
人
は
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す（
参
加
無
料
）。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
10
日（
土
）　

15
時
～

17
時
15
分

▼
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予　

銀
河
の

間▼
内
容　

①
実
演「
脳
卒
中
発
症
時
の
対
応
の
実

際
」　

伊
予
消
防
等
事
務
組
合 

救
命
救
急
士

②
講
演「
脳
卒
中
の
診
断
と
治
療
：
神

経
内
科
の
立
場
か
ら
」　

松
山
赤
十
字
病
院 

神
経
内
科 

部
長

お
知
ら
せ
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年
々
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
寿
大
学
の
開
講
が
間
近

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
参
加
者
の
う
ち
７
割
の
人
が

皆
勤
賞
・
精
勤
賞
を
受
賞
し
た
寿
大
学
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

回

実
施
日

   

テ
ー
マ
・
内
容

１

5
月
21
日 

㊌

  

楽
し
く
歌
お
う

２

6
月
18
日 

㊌

  

高
齢
者
福
祉
と
税

３

7
月
16
日 

㊌

  

悪
質
商
法

４

8
月
20
日 

㊌

  

講
演
と
演
劇

５

9
月
24
日 

㊌

  

虐
待
に
つ
い
て

６

10
月
8
日 

㊌

  

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う

７

11
月
5
日 

㊌

  

館
外
研
修

８

12
月
13
日 

㊏

  

交
流
し
め
縄
づ
く
り

９

2
月
25
日 

㊌

  

地
域
の
文
化
活
動

公共施設か　らのお便り

包
括支援

松
前
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

筒
井
７
１
０

－

１

☎
９
８
５

－

４
２
０
５

図
書館

松
前
町
ふ
る
さ
と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

筒
井
６
３
３

☎
９
８
５

－

４
１
４
０

5
月
の
新
刊

◆
約
束
の
海
／
山
崎　

豊
子

◆
神
様
の
ケ
ー
キ
を
頬
ば
る
ま
で
／
彩
瀬　

ま
る

◆
会
社
で
う
つ
に
な
っ
た
と
き　

労
働
法
が
で
き
る
こ
と

　

／
所　

浩
世

◆
も
し
か
し
て
、
う
ち
の
子
は
ア
レ
ル
ギ
ー
！
？

　

／
シ
バ
キ
ヨ

◆
都
道
府
県
別
日
本
の
伝
統
文
化
５　

中
国
・
四
国

　

／
国
工
社
編
集
部

◆
カ　

―
ヤ
ブ
カ
の
一
生
―
／
高
嶋　

清
明

◆
一
等
星
図
鑑　

全
２
１
個
の
特
徴
が
す
べ
て
わ
か
る

　

／
藤
井　

旭

◆
が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん
／
斉
藤　

洋

日時　　5 月 24 日㊏　１１時
場所　　文化センター２階
　　　　第２研修室
　小さいお子さんから大人まで楽しめ
るおはなしかいです。
　皆さん、ぜひ来てみてください。

5 月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　31 日㊏

おはなしかい

マリー・アントワネットの
植物誌
エリザベット・ド・フェドー 著 / 原書房

人間と妖精が一緒に暮らしていた頃、
ある国に、かわいらしいお姫さまが生
まれ、メリサンド姫と名づけられました
が…。悪い妖精がかけた呪いに姫と王
子が算数マジックでたちむかう物語。

若きシャム猫・錫乃介は美貌ゆえに
放蕩の日々。義姉・永遠子にけしかけ
られ、侯爵家の令嬢・深雪を百日で篭
絡できるかの賭けをする。手練主管で
誘惑し、褒美を得るはずだったが…。

おかあさんだいすきだよ
みやにし たつや 作 / 金の星社

メリサンド姫
E・ネズビット 作 / 小峰書店

ぼくはお母さんが大好きだけど、お
母さんはぼくをしかってばかり。優し
くしてくれたら、もっと好きなのに。
みんなのお母さんはどんなお母さ
ん？　お母さんのこと、好き？

花を愛する若き王妃マリー・アントワネッ
トに、ルイ１６世が贈った小トリアノン宮。
そこにあった80種類の植物を切り口に、
彼女の日常に迫る。稀代の植物画家ル
ドゥーテらの絵画や細密画が満載。

児童書

一般書 一般書

児童書

吉祥寺の百日恋
坂本 葵 著 / 新潮社

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
︱
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
︱
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

施
設
管
理
変
更

放
課
後
子
ど
も
教
室

閉
講
式

　

４
月
か
ら
東
公
民
館
の
夜
間
と
休
日
は
、
警
備
保
障

会
社
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
管
理
に
変
更

と
な
り
、
管
理
人
が
不
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
夜
間
と
休
日
の
印
刷
機
の
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
ま
で
、
管
理
人
さ
ん
の
お
か
げ
で
き
れ
い
に
運
営

さ
れ
て
き
た
東
公
民
館
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
引
き
続
い

て
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
ま

で
以
上
に
清
潔
感
を
持
っ
た
維
持
管
理
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
公
民
館
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

楽
し
い
よ
︑
寿
大
学

　

３
月
14
日
、
昨
年
度
最
後
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
と

閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
28
回
の
教
室
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
い
ろ
ん
な
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
じ
ょ
う
ず
に
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
お
手
玉
遊
び
、
お
に
ぎ
り
作
り
な
ど
全

部
楽
し
か
っ
た
で
す
。
2
年
生
に
な
っ
て
も
ま
た
や
り

た
い
で
す
。（
1
年
児
童
） 

」「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
3
年
生
で
行
け
な
く
な
る

の
が
す
ご
く
す
ご
く
、
く
や
し
い
で
す
。
一
番
心
に
残

っ
て
い
る
の
は
五
目
な
ら
べ
で
す
。
家
で
も
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
お
父
さ
ん
と
対
決
を
し
ま
し
た
。（
2
年
児
童
）」

　

今
年
も
「
松
前
っ
子
」
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

お
茶
の
楽
し
み
方

　

お
茶
は
渋
み
・
苦
み
・
旨
み
な
ど
の
独
特
な
味
わ
い

を
持
ち
、
健
康
に
良
い
影
響
を
与
え
る
成
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
お
茶
の
成
分
と
効
能

カ
テ
キ
ン
…
体
脂
肪
低
下
、
抗
酸
化
作
用
、
血
中
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下

テ
ア
ニ
ン
…
リ
ラ
ッ
ク
ス
作
用
、
血
圧
低
下
作
用

カ
フ
ェ
イ
ン
…
疲
労
感
や
眠
気
の
除
去
、
持
久
力
の
増

加
、
利
尿
作
用

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
…
皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
維
持

ミ
ネ
ラ
ル
…
生
体
調
整
作
用

◆
生
活
に
適
し
た
お
茶
の
効
果

朝
起
き
た
と
き
↓
煎
茶

　

煎
茶
の
カ
フ
ェ
イ
ン
は
、
脳
を
刺
激
し
眠
っ
た
体
を

目
覚
め
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

高
カ
ロ
リ
ー
の
食
後
↓
ウ
ー
ロ
ン
茶

　

ウ
ー
ロ
ン
茶
の
カ
テ
キ
ン
は
、脂
肪
の
吸
収
や
油
を
洗

い
流
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

体
臭
を
抑
え
た
い
と
き
↓
番
茶

　

番
茶
は
、
消
臭
や
抗
菌
作
用
が
あ
り
ま
す
。

肩
こ
り
が
つ
ら
い
と
き
↓
そ
ば
茶

　

そ
ば
茶
の
ル
チ
ン
は
、
血
行
を
促
し
ま
す
。

　　

体
質
や
体
調
に
合
わ
せ
て
お
茶
を
飲
み
、
ほ
っ
と
、

く
つ
ろ
げ
る
時
間
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
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Smile &  Smile       

頑張る子どもたちを紹介します

Boys&Girls,Be Ambitious!

おうちで給食

１歳です。よろしくね１歳です。よろしくね

向
むか

井
い

　結
ゆい

菜
な

 ちゃん

南黒田
平成 25 年 5 月 4 日生

（父）峻司さん   （母）未来さん

お誕生日おめでとう♡　これ
からもいっぱい笑顔見せてね。

宮
みや

脇
わき

　汐
せ

彩
あ

 ちゃん

西高柳
平成 25 年 5 月 22 日生

（父）崇人さん   （母）ゆず香さん

お誕生日おめでとう☆　笑顔
のかわいい優しい子になってね

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439

５月10 日（土）のふるさと歴史散歩は、休みます。

₁

₁集会所
　パワーポイントでの説明。机上に
は詳しい資料とみかん
₂原田の墓地
　菅谷半之丞の墓碑（新・旧）と説
明板に見入る参加者

₂

大溝には、四十七士の一人・菅谷半之丞の墓だと伝わる
墓碑がある。北黒田の宗通寺には彼の戒名を記した過去帳
があり、門前には「菅谷半之丞ゆかりの寺」と書いた石柱が
建っている。

赤穂の浪士が吉良邸に討ち入ったのは、元禄15 年12 月
14日（新暦では1703 年１月30日）。師走も中ころ、隠居した
吉良義央が上杉家に引き取られる別れの茶会の日だったと
いう。偶然にも大溝一番地巡りを行った日は、12 月14日（念
のため新暦）。松山市でも義士祭が行われている。菅谷半之
丞は100 石馬廻役で郡代も勤め、山鹿流免許皆伝とある。
泉岳寺では、松平隠岐守家お預け10人の一人として、大石
主税・堀部安兵衛・中村勘助の次に墓碑が建っている。

大溝には飼葉の木（かいばのき）・叶田（かないだ）・橘（た
ちばな）とよぶ 3つの小字があるが、農家の人たちは明治 9
年以前のホノギ（46カ所）をよく使っている。水田の“ 水引き”
などでも便利だからである。

大溝一番地は、小字 “ 飼葉の木 ”の “ 大ぶけ ”と呼ばれて
いる東北の角、長尾谷川に架かる新開橋の南詰にある。教
えてもらった“ホノギ “には、いわれが分かれば飛び上がっ
て喜ぶと思うような変わったものもある。地区の全体は小熊
のように見え、一番地はその鼻の先にあたる。

次号に続く。

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

大溝１番地を訪ねる
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ひまわり合唱団に所属する北伊予小学校の3年生か
ら6 年生までの9人。週1回、松前、岡田地区の団員の
みんなと練習を行い、定期的に公演にも参加して、その
歌声を披露しています。

合唱団に入ったきっかけを「お姉ちゃんがいたから」と
話す征太郎くん、天歌ちゃん。「歌が好きだったから」と
話す結菜ちゃん。きっかけはそれぞれですが、合唱団で
みんなに歌を届けることの魅力を知った9人は、合唱団
での活動にやりがいを感じています。「合唱団に入って歌
が上手になりました」と樹ちゃんが話せば、「もっとみんな
に見てほしい」と知樹くんもにっこり。

昨年もさまざまな場面で歌を披露したひまわり合唱
団。陽南ちゃんと明衣李ちゃんは「カルメンを歌ったのが
印象に残っています」と話します。カルメンは3月のオペ
ラえひめコンサートで披露した曲。そのときの感想を「大
人の指導者や演技者の人と練習しました。声が高かった
り動きがあったりと、歌でお客さんを楽しませるというこ
とを勉強しました」と麻亜子ちゃんも笑顔で話します。

「もっといろいろな発表をしたい」と、今後の思いを話
す楓月ちゃん。これからも歌が好きな9人は、その歌声
を多くの人に届けていきます。

ひまわり合唱団員として活躍中
上野楓月ちゃん      池内麻亜子ちゃん    渡部明衣李ちゃん
Ueno  Futsuki 神崎     Ikeuchi Maako 神崎       Watanabe Airi 永田                   
和田知樹くん　   中川樹ちゃん　　   髙石結菜ちゃん
Wada Tomoki 徳丸       Nakagawa Tatsuki 神崎   Takaishi Yuina 神崎

池内征太郎くん    西田陽南ちゃん 　上野天歌ちゃん
Ikeuchi Seitaro 神崎    Nishida Hina 神崎           Ueno Tenka 神崎                   

アスパラソテー
recipe
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背景が明るい横長の写真（デジタルデータも可。ＵＳＢ不可）を総務課まで持参してください。＊先着 6 人です。
申し込み用紙に名前、住所、お子さんへのメッセージ（25 文字程度）を記入してもらいます。
募集期間　5 月 1 日㊍～ 5 月 15 日㊍ 　

▼総務課広報情報係　☎ 985︲4132

7 月に１歳になるお子さんを
広報まさきに掲載しませんか

募集

3 熱したフライパンにサラダ油をしき、ベーコン
とアスパラを入れて炒める。

2 タマネギはくし切り、キャベツはざく切りにする。

1 アスパラは斜め切りにする。

タマネギ、キャベツを加え、しんなりしてきた
らＡを加えて、味を調える。4

◦ 作り方 ◦◦ 材料 ◦　（4 人分）

ベーコン……………2 枚
アスパラガス……4 本
キ ャベ ツ…………2 枚
タマネギ…………半分
顆粒コンソメ…小さじ1/2
塩…………………適量
こしょう…………適量
サラダ油…………適量

 

A

新タマネギを使うと、甘みが出ておいしいですよ。
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会 No. 68

「一色寛太さん、船原奨太さん、竹田光希さん

阪井達佳さん、天野聡太さん」

ソフトボール都道府県対抗
全日本中学生大会県代表で優勝に貢献

　高知県選抜との決勝、５回表２アウトの場面。
ピッチャーフライでボールをつかんだ瞬間、愛媛
県選抜は全国制覇という栄光もつかみました。
　全国の強豪がそろったソフトボール都道府県
対抗全日本中学生大会で、全国初制覇を果た
した愛媛県選抜。そのメンバーに、松前中学校
ソフトボール部の5人の姿がありました。「緊張
したけれど、それを自信に変えて守備や打席に
立ちました （竹田さん）」、「２試合目に２アウト満塁
で打席が回ってきたとき、打てた場面が印象に
残っています（天野さん）」と話すように、おのお
のが自身の力を発揮して、全国制覇に貢献しま
した。
　彼らの次の舞台は中学総体。「全国大会の決
勝で重信中と戦いたい」と船原さんが話すよう
に、総体では県選抜で仲間だったメンバーと戦
うこととなります。「センターだけでなくピッチャー
としても守備に立つので、投げて守って勝てる
ようにしたい （一色さん）」 、 「県、四国、全国へと
勝ち進んで、1番長く試合ができるようにしたい

（阪井さん）」と目標を掲げます。
　全国での経験を力に変え、松前中のチーム
でも全国制覇するため、5人の挑戦は続きます。

松前中ソフトボール部で県代表に選ばれた皆さ
ん。（写真左上段から）一色さん、船原さん、
竹田さん。（左下段から）阪井さん、天野さん

掲載場所　裏表紙の最下段　　　
広告料　     20,000 円／枠（1 カ月）
大きさ　　縦 40 ミリ×横 60 ミリ　 
カラー　     フルカラー
問総務課広報情報係　☎ 985―4132

有料広告募集中

広告


